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サンワ・リノテックがお届けするお得な記事満載の情報紙。
きっとお役に立ちます。

（株）環境エンジニアリング・リサーチ様

株式会社環境エンジニアリング・リサーチ
代表取締役　矢野　進 様

まず御社の設立された由来から、
お聞かせ願えますか？

部分隔離協会を設立されましたが、
その趣旨をお聞かせください。

アスベスト業界の将来性をどのように
見ておられますか？

そのような環境の中で、貴社の
営業計画をお聞かせ願えたら・・・

kawaraban

（裏面に続く）

会社概要
設立　　　平成１９年４月
年商　　　５億円（２００８年度）
従業員数　１０名
事業内容　一般建設業
　　　　　（特にアスベスト事業、土木工事、
　　　　　電気通信工事をメインとする）

　今号は平成２１年６月に社会財団法人 部分隔離協会を発足さ
れたばかりの（株）環境エンジニアリング・リサーチの矢野社長
にお話を伺いました。
　新しい局面の情報や気づき、心強いエールをいただくなど、
大変有意義なお時間をありがとうございました。

ユ ー ザ ー 様 訪 問

　もともとは、親会社である（株）コミューチェアの社内ベンチャ

ーの一環で一般建設業の会社として発足したのがきっかけでした。

ちょうど、クボタに代表される第二次アスベストショックが起こり、

世間に一大センセーションを与えた頃です。

　社内にアスベストに関するエキスパートが在籍していましたの

で、すぐさま進出を決意したものの、知名度が低いために充分な

仕事量の確保ができず、菊水化学さんの認定会社として活動を

開始したのが最初でした。着実に実力を付け、平成１９年４月には

日本建設センター（BCJ）の審査証明を「アスクリス工法」とし

て取得できるまでに技術も向上していきました。と同時に、これ

をきっかけに親会社から、アスベスト除去専門会社としての別会

社組織へのすすめもあり、（株）環境エンジニアリング・リサーチ

が誕生した訳です。

　アスベスト除去工事がブームになって、異業種業界から大勢の

企業が参入された結果、勉強不足のために施工法その他で問題

を起こす会社が乱立するように

なってしまいました。そのよう

な所に限って、低価格で受注さ

れるので価格破壊を招く原因

を作ったのではと思っています。

　発注する行政側も、BCJの

審査証明取得企業を指名する

等手を打ってきておられますが、

まだ充分だとは思えません。こ

うした数ある競争相手さんとの

差別化を図るため、（株）小川テックさんと親会社の（株）コミュ

ーチュアが部分隔離工法（ふうじろう工法）という技術を共同開

発しました。その技術を当社が中心となって審査証明を取得し、

その優れた工法を世の中に広める活動を始めたのがいきさつ

です。多分、部分隔離法では最後の審査証明になるのではない

かと思っています。

　一方、アスベストの除去はほぼ終わったとする見方もあります

が、まだあらゆる所に介在しており、従来の工法だと高コストにな

るので手つかずの状態になっているのが現状です。

　例えばエレベーター昇降路とか、常に人が出入りする駐車場

や駅構内の天井等のアスベスト除去に同工法を導入すれば、営

業を休業せずに施工できるために、いままで考えられなかった作

業環境が生まれたわけです。また作業従事者は非汚染域で活動

できるので、アスベスト除去、洗浄、代替などの危険作業から隔

離されて身を守れるので安全に施工できるようになりました。

　このように施主様に喜ばれ、作業現場の従事者を疾病リスクか

ら解放した部分隔離工法を世の中に広めるために、部分隔離協

会（http://bubunkakuri.com/）をこの６月（平成２１年）に設立、

旗揚げした次第です。

　前項でもいったように、アスベスト除去作業はまだ終わりを迎

えたとは思っていません。ただ従来と同じような考え方では活路

を見いだせないのは事実かも知れませんけど。

　他社さんとの差別化は、これは発注側にお願いしたいことで

すが、競争の選択肢を価格だけでなく技術者や経験の有無・有

資格企業かどうか、また信頼度等を受注条件資格に加えてもらっ

て発注を決定して欲しいですね。ノウハウがないにも関わらず受

注した業者が、後で問題を起こしてからでは遅いといわざるを得

ません。価格で決定するウェイトが高いので、これらの基準をク

リアできないずさんな企業でも受注できるような気がします。良

心的な企業さんほど苦労されているのではないでしょうか。

　また、国などが先頭に立ってアスベストを含有している建物か

どうかを公に発表して、建物を保有している企業や行政に計画的

な除去をするように推進していってもら

いたいものです。隠していることで、いま

でも推定で約１０万人が潜在していると言

われているアスベスト渦による被害者の

数は、もっと増えるのではないかと思いま

す。

　ひとつは、部分隔離工法



かなり前向きな姿勢ですが、
そのお考えはどこから？
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り「でも、ちょっと思ってんけど、『六法』なんて堅そ～なモン読
　 むより、『よく分かる○○法』とかいう本を買って読めば早
　 いんちゃうん？」
島「りのべぇ～、よく考えてみて。その解説書を書くのは誰？」
　り「そりゃあ、お偉い学者さんやろ？ 正しいこと書いてるに決
　まってるやん。」
島「そんなことないよ！ 法律を作るのは国会で、その学者さん
　じゃないよね？」
　り「そう言われればそうやな。他人が解説するって何か変な
　 感じやわ。」
島「だから学者さんの解説書っていうのは、あくまでもその学
　 者さん独自の視点が多く含まれてるの。でも『これは私の
　 独自の考えで、正しいかどうかは分かりません。』なんて書
　 いたらさっぱり売れないでしょ？（笑）だから、それが分から
　 ないように書かれてるの。」
　り「へぇ～！ 絶対正しいモンやと思い込んでたわ～！」
島「その考えが本当に正しいかどうかは、裁判してみないと分
　 からないからね。だから、本だけを鵜呑みにするんじゃなくて、
　『法律に書いていること』と『法律に書かれていないこと』を
　 区別することから始めなきゃ！」
　り「なるほど。要するに、ホウリツそのものを読んで『何が書か
　 れているか』を知ってからやないと、解説書だけ読むのは
　危険なんやなぁ。」
島「その通り！  じゃ、さっそく『六法』買いに行こっか！」
　り「え …゙（汗）」　　　　　　　　（つづく）

意外とアクティブな（！？）　　　　の世界

編 集 後 記

サンコー物産様のお客様には、本刊発行の主旨に賛同いただいたサンコー物産様のご厚意によりお届けしております。

（表面より）

（０9．07．２.５T）

ホウ
　リツ

　今回は、NTTの関連会社である環境エンジニアリング・リサーチ（KER）
の矢野社長へのインタビューです。
　当社とNTTさんとの結びつきは、その子会社であるアイレック技研
様が始まりであり、すでに7年位になります。当時は沖縄の米軍基地で
のアスベスト対策工事が主で、大量にレンタル品の特殊機械を利用し
ていただきました。その後も首都圏にある環境省・厚生労働省合同庁
舎でも当社のオリジナル負圧機ＳＲ-６０を長期間稼働させてもらったり
と、ありがたいユーザー様です。
　今回は、新会社設立の由来から、今後のアスベスト業界の事まで、広
くお話を伺うことができました。また折りしも６月１５日には矢野社長が
会長を務める部分隔離協会が設立され、新しいウエーブがこの業界に
も起きそうな予感がします。
　この協会では、ふうじろう工法と並んで瓦版Ｖｏｌ.5で取り上げたグロ
ーブバッグも部分隔離の工法として認定されております。当社としては、
続けてタイムリーな記事をお届けできることに驚いております。

■発行

島田 恵理（ライト最例ハウス所属）

◆解説書はダメ！？　ホウリツの接し方

の拡大ですね。これは、部分隔離協会との二人三

脚になると思いますが、この工法の良さをもっと多くの企業さ

ん方に知ってもらい、浸透を図ることだと考えています。そのた

めにも、現在協会の趣旨に賛同してもらっている会員さんには

一方通行の関係でなく、お互いにメリットのある提供を考えてい

ます。エレベーター昇降路のアスベスト除去工事にしても、年間

約１５件の工事で２億円の売上が見込めるように、こうしたニッチ

な分野への参入も同工法だから可能だと考えています。

　もうひとつは、米軍基地でのアスベスト除去工事への参入です。

この件に関しては、現在でも一部の基地では実績を持っていま

すが、眠れる宝の山という気がします。

　全国の米軍基地でアスベスト工事を含め毎年年間約８００億円

の工事が発注されています。しかもグアムへの移転が本格的に

決まれば、その額はさらに増える見込なので、今以上に太いパイ

プを構築したいものです。そのためには、この１～２年が勝負だ

と思っています。この分野の有難いことは、おのずと他社との差

別化ができるし、競争相手が少ないと言うことです。グアム移転

に関しては、旧施設の撤去を含めての話なので、この業界もま

だ捨てたものじゃないと思っています。

　最後は、アスベスト除去で集められたアスベストの第二次利

用事業化計画です。これは一民間企業だけではコストがかかり

すぎるけど、アスベストを低温溶融し、さらにそれを再利用する

研究も行っています。

　こんにちは。ライト最例ハウスの島田です。このコーナーもちょ
っとは認知されてきて…いれば嬉しいです！ さて、前回、「法律の
動きを知るためには『六法』を読むのがイチバン！」ということを知
ったりのべぇ～（以下「り」）。でも、まだ疑問が残っているようで…。

今夏も猛暑の予報が
出ています。

　例年、猛暑で被害が大きく取り上げられてい
る割には、いままで対策が遅れていたのが熱中
症予防です。それがミスト送風機の登場で、作業
現場の環境が大きく変ってきました。
　このミスト送風機、水が気化する時に周辺の
熱を奪って温度を下げる働きを利用したもので、

体感温度を２～４℃下げる効果があるといわれてい
ます。
　打ち水効果と同じ考え方で、霧状にした水をノ
ズルから発射することで、涼風を呼び込むという
スグレモノ。簡単に移動できるコンパクトな送
風機の登場でさらに使いやすくなった感がし
ます。

　屋外作業が多い企業さんは展示会などで体感されて、ご
検討なされてはいかがでしょう。当社でもご相談に応じま
すので、ご連絡ください。

出展決
定

第15回 ネキスポ関西2009
2009年9月3日（木）～5日（土）　於：インテックス大阪

ネキスポ関西とは、従来開催されていました、New環境展大阪が15
周年を記念して、規模を拡大して開催される見本市です。当社は、
今回USAパビリオン内にブースを設けて出展できる運びになり、グロ
ーブバッグの展示・出展が決定しました。お越しお待ちしています。


